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1 Tekla Structures の構成

Tekla Structures オンライン ライセンスは、更新型サブスクリプションまたは期限付
きサブスクリプションとして購入されるものです。更新情報などのライセンスに
関する詳細については、Tekla Online Admin Tool を参照してください。このライセ
ンスでは、Tekla Structures Carbon、Tekla Structures Graphite、または Tekla
Structures Diamond のライセンスが利用できるようになり、今後はさらに多くの機
能が有効化される予定です。学生 およびデベロッパー 向けの特別な構成も用意さ
れています。これまでのライセンスは、オンプレミス ライセンスでは引き続き使
用される点に注意してください。

• Tekla Structures Diamond は、ディテールおよび製作情報を扱います。

• Tekla Structures Graphite は、モデリングおよび設計ドキュメントを扱います。

• Tekla Structures Carbon は、表示およびコラボレーションを扱います。

このドキュメントでは Tekla Structures Diamond の設定について解説しています
が、記載している機能の中にはユーザーによって利用できないものが含まれている
場合があります。所属する組織が複数の構成向けのライセンスを保有している場
合、Tekla Structures を起動するときに選択できます。

オンライン ライセンスの機能マッピング

 Carbon Graphite Diamond
モデリング

モデルを開き、表示
させる

✔ ✔ ✔

部材、鉄骨製品、プ
レキャスト製品、現
場打ちコンクリー
ト ユニットのモデ
リング

 ✔ ✔

鋼材およびコンク
リート コンポーネ
ントの作成

 ✔1 ✔

ユニークな部材マ
ークの作成 (ナンバ
リング)

 ✔2 ✔
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 Carbon Graphite Diamond
インテリジェント
バッチ編集ツール

  ✔

計画ツール

搬入計画、建方順
序、スケジュール、
分類、状態の可視化

✔ ✔ ✔

図面とレポート

レポートの作成と
図面の印刷

✔ ✔ ✔

一般図、鉄筋、アン
カーボルトの図面
(計画、セクション、
建方) の作成

 ✔ ✔

鉄骨およびコンク
リートの製作図面
(部品、製品、キャ
ストユニット) の作
成

  ✔

相互運用性

鉄骨製作用 CNC、
MIS システム向け
のエクスポート

✔ ✔ ✔

鉄筋製作システム
へのエクスポート

✔ ✔ ✔

プレキャスト コン
クリート ERP およ
び MES システム向
けのエクスポート

✔ ✔ ✔

参照オブジェクト
(DWG、DXF、IFC
形式など) を使用し
た作業

✔ ✔ ✔

解析    
解析モデルと解析
荷重の作成

 ✔ ✔

解析・断面算定イン
ターフェイス

 ✔ ✔

その他    
API 機能を開く ✔ ✔ ✔
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✔1 = 概略コンポーネントのみ。

✔2 = ナンバリングは、現場打ちコンクリート、キャスト ユニット、および鉄筋に
制限されています。

オンプレミス ライセンスの機能マッピング

 統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

鉄
骨
詳
細
設
計

PCa
詳
細
設
計

RC
詳
細
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

CM
モ
デ
リ
ン
グ

EP
M
モ
デ
ラ
ー

メ
イ
ン
部
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー

ド
ラ
フ
タ
ー

表示 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

基準線、補助線、
点

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

建物要素 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔1
製品 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

プレキャスト製品 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

一括編集 ✔ ✔ ✔ ✔    ✔    
部材のモデリング ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2
現場打ちコンクリ
ートの表示

✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2 ✔2

現場キャスト ユニ
ット

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ナンバリング ✔ ✔6 ✔ ✔3 ✔

製品管理番号の指
定

✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨コンポーネン
ト

✔ ✔ ✔8 ✔8 ✔8 ✔8 ✔

コンクリート コン
ポーネント

✔ ✔ ✔5,
8

✔8 ✔8 ✔8 ✔
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 統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

鉄
骨
詳
細
設
計

PCa
詳
細
設
計

RC
詳
細
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

CM
モ
デ
リ
ン
グ

EP
M
モ
デ
ラ
ー

メ
イ
ン
部
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー

ド
ラ
フ
タ
ー

ユーザー定義情報 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔9 ✔9 ✔7
ロック ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

マルチユーザー ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

干渉チェック マネ
ージャ

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

計画ツール

ロット管理 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

プレキャスト計画
ツール (Palletizer
やスタッカーな
ど)

✔ ✔1
0

✔ ✔

シーケンサー ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

進捗状況の表示
(4D)

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

タスク管理 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

オーガナイザー ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔4
外部エディター

シンボル エディタ
ー

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

テンプレート エデ
ィター

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

図面、プラン、およびレポート

図面レイアウト エ
ディター

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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 統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

鉄
骨
詳
細
設
計

PCa
詳
細
設
計

RC
詳
細
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

CM
モ
デ
リ
ン
グ

EP
M
モ
デ
ラ
ー

メ
イ
ン
部
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー

ド
ラ
フ
タ
ー

一般図 (伏、軸組、
建方) の作成

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

一般図 (伏、軸組、
建方) の変更

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨製作図 (単品
図) の作成

✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨製作図 (単品
図) の変更

✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨製作図 (製品
図) の作成

✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨製作図 (製品
図) の変更

✔ ✔ ✔ ✔

プレキャスト図
(キャスト ユニッ
ト図) の作成

✔ ✔ ✔ ✔

プレキャスト図
(キャスト ユニッ
ト図) の変更

✔ ✔ ✔ ✔

現場打ちコンクリ
ート図 (キャスト
ユニット図) の作
成

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

現場打ちコンクリ
ート図 (キャスト
ユニット図) の変
更

✔ ✔ ✔ ✔ ✔
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 統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

鉄
骨
詳
細
設
計

PCa
詳
細
設
計

RC
詳
細
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

CM
モ
デ
リ
ン
グ

EP
M
モ
デ
ラ
ー

メ
イ
ン
部
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー

ド
ラ
フ
タ
ー

アンカー プラン ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

レポート ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

印刷とプロット出
力

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

相互運用性

CNC、DSTV のエ
クスポート

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

鉄骨 MIS リンク ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

2D および 3D
DWG、DXF のイン
ポート

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

3D DWG、DXF、
DGN のエクスポ
ート

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

図面 (DXF、DWG)
のエクスポート

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

CAD および FEM
パッケージのイン
ポート/エクスポー
ト

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

IFC エクスポート ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

CIS/2 インポート/
エクスポート

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ELiPLAN のイン
ポート/エクスポー
ト

✔ ✔ ✔ ✔
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 統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ

鉄
骨
詳
細
設
計

PCa
詳
細
設
計

RC
詳
細
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

CM
モ
デ
リ
ン
グ

EP
M
モ
デ
ラ
ー

メ
イ
ン
部
材

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ビ
ュ
ー
ワ
ー

ド
ラ
フ
タ
ー

BVBS エクスポー
ト

✔ ✔ ✔ ✔ ✔

HMS エクスポー
ト

✔ ✔ ✔ ✔

ユニテクニック エ
クスポート

✔ ✔ ✔ ✔

参照モデルの表示 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

参照モデル (DXF、
DWG、DGN、IFC、
XML、PDF) の挿入

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

レイアウト マネー
ジャ

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

解析

解析モデルの作成 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

解析・断面算定イ
ンターフェイス

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

荷重 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

Open API
API 機能を開く ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔4

✔1 = 制限事項: 部材は 2,500 個、鉄筋オブジェクトは 5,000 個。ボルトの本数に制
限はありません。

✔2 = 現場打ちコンクリートは詳細設定で有効にします。

✔3 = ナンバリングは、現場打ちコンクリート、キャスト ユニット、および鉄筋に
制限されています。
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✔4 = 表示のみ。

✔5 = 現場打ちコンクリート コンポーネントのみ。

✔6 = ナンバリングは、鉄骨部材およびキャスト ユニットに制限されています。

✔7 = 図面プロパティのユーザー定義情報は編集できます。その他は表示のみ。

✔8 = 概略コンポーネントのみ。

✔9 = ナンバリングに影響を与えるユーザー定義情報は編集できません。

✔10 = 使用可能状況は拡張子によって異なります。詳細は、「Tekla Warehouse」を
参照してください。

Tekla Structures の構成 12



2 Tekla Structures の起動

Tekla Structures を使用すると、さまざまな構造および材質について多くの情報を
持った 3D モデルを作成できます。3D モデルは、図面や、レポートや NC データ
ファイルなどその他の出力の単一の情報源でもあります。

Tekla Structures を起動すると、Tekla Structures 設定を選択するように求められます。
設定には、環境、設定、およびライセンスが含まれます。

• 環境とは、地域別の設定および情報を意味します。たとえば、特定の地域で提
供可能であり使用されるプロファイル、材質の等級、デフォルト値、図面設定、
コンポーネント設定、レポート、およびテンプレートを定義します。

• 設定とは、環境内のファイルおよび設定へのアクセスを制限するユーザー グル
ープ プロファイルのことです。ユーザー インターフェイスはそれぞれの設定
用にカスタマイズされ、特定の設定に関連しないものは非表示になるため、ユ
ーザー インターフェイスが明確で使いやすくなります。

• ライセンスは、ライセンス契約に基づいてユーザーに許可される一連の機能か
ら成っています。各ライセンスは、特定のユーザー グループを対象としてお
り、建設業界のさまざまなニーズに対応しています。

社内の管理者であれば、「環境、設定、およびライセンスの概要」を参照してくだ
さい。

2.1 Tekla Structures 設定の選択

1. Tekla Structures を起動するには、Windows の [スタート] メニューから選択する
か、デスクトップ アイコンをダブルクリックします。

2. メッセージが表示されたら、Trimble Identity を使用してサインインします。 

Tekla Structures のセットアップとライセンスのタイプを選択するダイアログ
ボックスが表示されます。既定のオンライン ライセンス オプションを選択し
て続行します。

ただし、オンプレミス ライセンスがある場合は、ライセンスサーバーの変更
--> オンプレミスライセンスサーバーを使用 をクリックし ます。
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3. プロジェクトを実行する地域に適した環境を選択します。 

リストから必要な環境を見つけることができない場合は、「」を参照してくだ
さい。

空のプロジェクトを選択して、環境をカスタマイズする土台として使用するこ
ともできます。

4. 設定を選択します。 

使用可能な設定は、環境によって異なりますが、通常は次の設定を使用できま
す。

• コンクリート建設会社

• 構造設計者

• 総合建設会社

• プレキャスト コンクリート詳細設計者

• コンクリートのプロダクション プランナー

• 鉄筋詳細設計者

• 鉄骨詳細設計者

5. ライセンスを選択します。 

お客様が使用されているライセンスには、Tekla Structures 製品ガイドで説明さ
れている機能の一部が含まれない場合があります。各ライセンスで使用でき
る機能の詳細については、Tekla Structures の構成 (5 ページ) を参照してくださ
い。

6. [OK] をクリックします。 
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Tekla Structures の起動画面が表示されます。

7. 実行する操作を選択します。 

• [最近] タブでは、最近使用したモデルを開く (17 ページ)ことができます。

If the [最近] タブが空白の場合は、[すべてのモデル] タブが表示されます。

• [すべてのモデル] タブでは、既存のモデルを開く (18 ページ)ことができ
ます。

If the [すべてのモデル] タブが空白の場合は、[新規] タブが表示されます。

[最近] タブおよび [すべてのモデル] タブでは、それぞれ列を並べ替えるこ
とができます。また、ドラッグすることで、列の順序を変更したり、サイ
ズを変更したりできます。

モデルの名前を入力していくとモデルの名前を検索できます。たとえば、
「N」と入力すると、Tekla Structures によって「N」の文字で始まる最初の
モデルが選択されます。

選択したモデルを開くには、選択したモデルをダブルクリックするか、そ
のモデルを選択して [開く] をクリックします。

• [共有モデル] タブでは、Tekla Model Sharing を使用して共有されているモ
デルを開くことができます。

• [新規] タブでは、新しいモデルを作成 (18 ページ)できます。

2.2 独自の環境の作成: 空のプロジェクト
空のプロジェクトとは、パラメトリック プロファイル、未定義のボルト、材質、
鉄筋の等級、および基本的な図面レイアウトなどの汎用的な内容のみが含まれた
Tekla Structures 環境です。この環境を使用して、地域、企業、またはプロジェクト
固有の設定、ツール、および情報を収集することができます。Tekla Structures では
必ず、空のプロジェクトがインストールされます。

内容のダウンロードおよび空のプロジェクトへのインストール

Tekla Warehouse を使用して、内容をダウンロードして空のプロジェクトにインスト
ールできます。たとえば、Tekla Warehouse から、プロファイル、材質の等級、ボル
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ト、鉄筋、コンポーネント、アプリケーション、テンプレートなどをダウンロード
およびインストールできます。それらは、環境および製造元固有のさまざまなコレ
クションの中から、ニーズに合ったものを組み合わせてダウンロードおよびインス
トールすることができます。

プロジェクトの前および期間中に、Tekla Warehouse から内容をダウンロードおよび
インストールできます。プロジェクトを開始する前の場合は、プロジェクト フォ
ルダーおよび企業フォルダーに内容をインストールできます。プロジェクトの期
間中の場合は、モデル フォルダーに内容をインストールできます。

2.3 Tekla Structures の設定の確認または変更
モデルを閉じることなく、いつでも現在の Tekla Structures セットアップ (環境、設
定、およびライセンス) を確認できます。

1. [ファイル] メニューで、[設定] をクリックし、[ライセンス] 領域までスクロー
ルします。 

現在の設定が表示されます。

2. 必要に応じて、設定を変更します。 

変更後に Tekla Structures を再起動する必要がある場合があります。

2.4 Tekla Structures 使用状況データ
Tekla Structures は、ソフトウェアの使用方法に関する使用状況データを収集しま
す。この情報は、Tekla Structures の機能向上に役立ち、Tekla Structures の今後の発
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展に貢献する簡単な方法です。データは、統計的な分析のために他のユーザーのデ
ータと結合されます。

Tekla Structures は、コマンドとツールの利用頻度とパターンに関するデータを収集
します。Tekla Structures を利用するときに自動でデータが収集されます。ログ フ
ァイルを表示して、収集されたデータを確認することができます。

1. ログ ファイルを表示するには、 ファイル --> ログ --> 使用状況データのログ
をクリックします。 

Tekla Structures ログ ビューワーで開くことができる他のログ ファイルとは異
なり、UserFeedbackLog.txt ログ ファイルは常にデフォルトのテキスト

エディターで開かれます。ビューアーを切り替えるオプションは、
UserFeedbackLog.txt ファイルでは機能しません。

UserFeedbackLog.txt ログ ファイルは、TeklaStructuresModels フォ

ルダーにあります。

2. データ保存間隔またはデータ送信間隔を微調整するには、詳細設定 XS_
AUTOMATIC_USER_FEEDBACK_SAVING_INTERVAL および XS_
AUTOMATIC_USER_FEEDBACK_SENDING_INTERVAL を使用します。

2.5 モデルを開く
一度に開くことができるモデルは 1 つだけです。モデルを既に開いている場合に
モデルを開くと、最初のモデルを保存するように促すプロンプトが Tekla Structures
に表示されます。

最近使用したモデルを開く

1. [ファイル] メニューで、[開く] をクリックします。

2. [最近] をクリックします。

3. リストからモデルを選択します。 

Tekla Structures には、追加済みのモデルのサムネイル イメージ (20 ページ) お
よびモデルの作成時の基本情報が表示されます。

4. 選択したモデルを開くには、[開く] をクリックするか、モデルをダブルクリッ
クします。 

モデルにビューが表示されない場合は、いずれかのビューを選択するように促
すプロンプトが Tekla Structures に表示されます。

注 [最近] モデル リストからモデルを削除する場合は、モデルを右クリックし、
いずれかのオプションを選択します。

• 選択したアイテムを削除:選択したモデルをリストから削除します

• すべてクリア:リストからすべてのモデルを削除します
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• 無効なエントリをクリア:すべての無効なモデル (削除して開くことができ
なくなったモデルなど) をリストから削除します

既存のモデルを開く

1. [ファイル] メニューで、[開く] をクリックします。

2. [すべてのモデル] をクリックします。 

別のフォルダーでモデルを検索するには、[ブラウズ...] をクリックします。

名前または最終更新日に基づいてモデルを並べ替えるには、[並び順] を使用し
ます。

3. リストからモデルを選択します。 

Tekla Structures には、追加済みのモデルのサムネイル イメージ (20 ページ) お
よびモデルの作成時の基本情報が表示されます。

4. 選択したモデルを開くには、[開く] をクリックするか、モデルをダブルクリッ
クします。 

モデルにビューが表示されない場合は、いずれかのビューを選択するように促
すプロンプトが Tekla Structures に表示されます。

共有モデルを開く

Tekla Model Sharing を使用して共有されたモデルを開くには、Trimble Identity を使
用してログインする必要があります。

1. [ファイル] メニューで、[開く] をクリックします。

2. [共有モデルをブラウズ] をクリックします。 

Tekla Structures を使用してログインしていない場合は、そのアカウントを使用
してログインするよう Trimble Identity によって促されます。

3. [共有モデル] ダイアログ ボックスで共有モデルを選択します。

2.6 新規モデルの作成
Tekla Structures プロジェクトごとに別のモデルを作成します。各モデルは、
TeklaStructuresModels フォルダー内の固有のフォルダーに保存されます。

1. [ファイル] メニューで、[新規] をクリックします。

2. [名前] ボックスに、新しいモデルの名前を入力します。 
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名前の最大長は 40 文字です。

特殊文字 (/ \ ; : |) を使用しないでください。この時点で、恒久的な名前

を決定することをお勧めします。モデルの名前は後で変更できますが、変更す
るには複数のファイルの名前を変更する必要があります。

3. モデルを保存する場所を定義します。 

デフォルトでは、モデルはインストール時に作成された
TeklaStructuresModels フォルダーに保存されます。[ブラウズ] をクリ

ックして、デフォルトのフォルダーを変更することができます。[配置場所] リ
ストから最近使用したフォルダーを選択することもできます。

4. [シングルユーザー モードまたはマルチユーザー モード のどちらで Tekla
Structures を実行するかを選択します。 

• シングルユーザー: 同時に 1 人のユーザーのみがモデルを使用できます。

• マルチユーザー: モデルがサーバーに保存され、複数のユーザーが同時に使
用できます。[サーバー] ボックスにサーバーの名前を入力します。

5. モデル テンプレートを使用する場合は、モデル テンプレートを選択します。

重要なモデル テンプレートをお気に入りとしてマークしたり、不要なテンプ
レートを非表示にしたりできます。

a. リストからモデル テンプレートを選択します。

b. 右クリックして [お気に入り] または [非表示] を選択します。 

テンプレートを [お気に入り] としてマークしている場合、テンプレート
リストの上部に配置されます。別の方法として、テンプレート上の星のア
イコンを使用して、[お気に入り] としてマークしたり、マークを削除した
りできます。

テンプレートを [非表示] としてマークしている場合、テンプレートのリ
ストから削除されます。テンプレートを再度表示するには、[非表示アイ
テムの表示] チェック ボックスをオンにします。

6. モデルを Trimble Connect プロジェクトにリンクする場合、[Trimble Connect コ
ラボレーションの開始] チェック ボックスをオンにします。 

Trimble Connect プロジェクトへのモデルのリンクは、モデルが作成された後に
行われます。詳細については、「」を参照してください。

7. [作成] をクリックします。 

Tekla Structures によってモデルが作成され、デフォルトのモデル ビューが開き
ます。モデル ビューの内容は、手順 5 で選択したモデル テンプレートによっ
て異なる場合があります。

参照項目

モデルのサムネイルイメージの作成 (20 ページ)

プロジェクトプロパティの編集 (20 ページ)
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2.7 モデルのサムネイルイメージの作成
モデルの正確な名前を思い出せない場合でも、プロジェクトを簡単に認識できるよ
うに、サムネイルイメージを追加することができます。サムネイルイメージは、既
存のモデルを参照するときに表示されます。

1. [表示] タブで  [スクリーンショット --> プロジェクトのサムネイル ] をク
リックします。

2. ビューを選択します。 

Tekla Structures によって、イメージが作成され、thumbnail.pngという名前

でモデルフォルダに保存されます。

3. サムネイルを確認するには、[ファイル] メニューに移動して [開く] をクリック
し、[最近] リストまたは [すべてのモデル] リストで、サムネイルを作成したモ
デルを選択します。 

イメージが他のモデル情報と一緒に表示されます。例:

4. サムネイルイメージを変えたい場合は、手順 1～2 を必要な回数だけ繰り返す
ことができます。 

たとえば、モデルをズームインまたはズームアウトして、サムネイルイメージ
に表示される範囲を調整することができます。新しいサムネイルを作成する
と、Tekla Structures によって既存のサムネイルイメージが新しいサムネイルイ
メージで上書きされます。

ヒン
ト

カスタム イメージを使用する場合は、そのイメージを thumbnail.png という名

前で直接モデル フォルダーに追加できます。イメージの優先するサイズは、120 x
74 ピクセルです。
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2.8 プロジェクトプロパティの編集
プロジェクトでは、プロジェクト番号やプロジェクト名などのプロジェクト情報が
何度も必要になります。各プロジェクトの開始時にプロジェクトプロパティを更
新して、レポートおよび図面に正しい情報が自動的に表示されるようにします。フ
ィールドはすべて省略可能です。

1. [ファイル] メニューで、[プロジェクトプロパティ] をクリックします。

2. 一般的なプロジェクト プロパティを編集し、次にモデルを開く必要があると
きにモデルの特定に役立つ説明を入力します。 

説明は、[最近] または [すべてのモデル] リストでモデルを選択したときに、他
のモデル情報と共にリストされます。

説明の最大長は 78 文字です。

Tekla Structures では、プロパティを編集すると変更されたプロパティは黄色で
ハイライトされます。変更の準備ができたら、[変更] をクリックして変更内容
を適用します。

3. 相互運用性とコラボレーションのために別の座標系を使用する場合は、[基準
点] をクリックし、新しい基準点 を定義します。 

定義した基準点は、[位置] リストから選択できます。

4. プロジェクト固有のユーザー定義情報を定義するには、[ユーザー定義情報] を
クリックします。 

デフォルトでは、次の情報を定義できます。

• プロジェクト コメント

• ユーザー フィールド

• 実行クラス

• 分類システム

• IFC エクスポート属性

• 地理座標値

• 状態属性

• ユニテクニック工場の場所

各種ユーザー定義情報の使用可能状況は、ユーザーの環境 (13 ページ)、設定
およびライセンス (5 ページ) によって決まります。

プロジェクト プロパティの編集を完了すると、結果として、図面とレポート内の
プロジェクト プロパティが更新されます。

テンプレートおよびレポートでのプロジェクト情報の表示

下図に示すフィールドがテンプレート属性です。独自のレポートまたはテンプレ
ートを作成する場合にこれらの属性を使用することができます。プロジェクト情
報を表示するには、対応するテンプレート属性をテンプレートおよびレポートに追
加します。
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(1) NUMBER#2

(2) NAME

(3) BUILDER
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(4) OBJECT

(5) DESIGNER

(6) LOCATION

(7) ADDRESS

(8) POSTAL_BOX

(9) TOWN

(10) REGION

(11) POSTAL_CODE

(12) COUNTRY

(13) DATE_START

(14) DATE_END

(15) INFO1, INFO2

(16) DESCRIPTION

2.9 モデルの上書き保存
作業が失われるのを避けるには、モデルを定期的に保存する必要があります。ま
た、Tekla Structures では、作業内容が定期的に自動保存されます。

注 Tekla Structures バージョンには下位互換性がありません。 モデルを保存すると、以前
のバージョンの Tekla Structures ではデータベースが異なるため開くことができませ
ん。

現在のモデルの上書き保存
現在のモデル ファイルに変更を保存するには、次のいずれかの操作を行います。

• 画面の左上隅にある [保存する]  をクリックします。

• [ファイル] メニューで、[ 名前を付けて保存 --> 保存する ] をクリックします。

• Ctrl + S キーを押します。

別名または別の場所へのコピーの保存
モデルのコピーを別の名前で別のフォルダに作成できます。元のモデルは、そのま
ま残ります。
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注 モデルを別の名前で保存した場合、保存されるモデルのすべての GUID (グロ
ーバル一意識別子) が変更され、元のモデルのものとは異なる GUID になりま
す。 これは、保存したモデルには元のモデルとの関連性がないため、保存し
たモデルをバックアップとして使用できないことを意味します。

1. [ファイル] メニューで、[名前を付けて保存 --> 名前を付けて保存 ] をクリック
します。

2. [モデル名] ボックスに新しい名前を入力します。

3. 別の場所に保存するには、[ブラウズ] をクリックし、モデルを保存する場所を
定義します。

4. [OK] をクリックします。 

Tekla Structures によって新しいコピーが別名で作成され、元のモデルはそのま
ま残ります。

バックアップ コピーの保存
元のモデルと同じ GUID (グローバル一意識別子) を持つモデルのバックアップ コ
ピーを作成できます。

1. [ファイル] メニューで、[名前を付けて保存 --> 保存してバックアップコピーを
作成 ] をクリックします。 

Tekla Structures によってモデルのコピーが \TeklaStructuresModels
\backup\<model_name>\<date-time> フォルダーに保存されます。

2. 現在のモデルの代わりにバックアップ コピーを使用する必要がある場合は、
選択された日付のバックアップ コピーをモデル フォルダーに移動します。 

現在のモデル フォルダーのすべての内容を選択したバックアップ フォルダー
の内容に置き換えるか、元のモデル名に合わせてバックアップ フォルダーの
名前 (<date-time>) を変更できます。

3. バックアップ フォルダーの場所を変更する場合は、詳細オプション
XS_MODEL_BACKUP_DIRECTORY を使用します。

注 ディスク スペースを節約するために、XS_MODEL_BACKUP_DIRECTORY フォ

ルダーを圧縮できます。

モデルテンプレートとして保存

必要な設定でモデルを保存し、新しいモデルを作成する際に、そのモデルをテンプ
レートとして 使用することができます。
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自動保存設定の定義
[自動保存] を使用することで、設定した間隔で自動的に作業内容をバックアップお
よび保存することができます。 自動保存間隔は、モデルおよび図面に対して個別
に設定できます。 自動保存ファイルの拡張子は、常に .db1_<user> です。

モデルを開こうとする (17 ページ) とエラーが発生する場合は、自動保存したモデ
ルを使用できます。Tekla Structures では、モデルを開くと、前のセッションが正常
に終了したかどうかが自動的にチェックされます。正常に終了しなかった場合は、
自動保存モデルと元のモデルのどちらを使用するかを確認するメッセージが Tekla
Structures によって表示されます。

Tekla Structures によって Fatal: Model memory corrupted by read (致命的エラー: 読
み取り時にメモリ上のモデルが破損しました) の警告メッセージが表示された場合
は、ハードウェア障害によりモデル データベースが破損したことを意味します。
ハードディスクが損傷している可能性があります。自動保存またはシステム バッ
クアップ ファイルを使用して、モデルを復元します。

1. [ファイル] メニューの [設定 --> オプション ] をクリックして、[一般] 設定に移
動します。

2. [自動保存] で、自動保存間隔を設定します。

a. 最初のボックスで、Tekla Structures でモデルまたは図面を自動的に保存す
る頻度を定義します。 

この数字は、Tekla Structures でモデルまたは図面が保存されるまでに実行
する必要があるコマンドの数を表しています。 たとえば、[鉄骨梁の作
成] コマンドを中断しない限り、鉄骨梁を何個作成しても、1 つのコマン
ドとしてカウントされます。

b. 2 番目のボックスで、Tekla Structures で作業内容を自動的に保存するまで
の図面の数を入力します。

注 モデリングおよび図面のいずれについても、自動保存間隔の最小許容値は
2 です。

2 より小さい値を入力すると、Tekla Structures により値が 2 に変更されま
す。

3. [OK] をクリックします。

4. [自動保存] ファイルを保存する場所を定義します。 

デフォルトでは、Tekla Structures は自動保存ファイル
を..\TeklaStructuresModels\autosaveフォルダに保存します。フォ

ルダを変更するには、詳細設定 XS_AUTOSAVE_DIRECTORY を使用します。

5. 古い自動保存ファイルを維持するかどうかを定義します。 

デフォルトでは、ディスクスペースを節約するため、Tekla Structures はモデル
を保存して閉じた時点で自動保存ファイルを削除します。モデルを保存せず
に Tekla Structures を終了した場合にも自動保存ファイルを維持するには、詳細
設定 XS_KEEP_AUTOSAVE_FILES_ON_EXIT_WHEN_NOT_SAVING を使用
します。
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3 Tekla Structures ユーザー インタ
ーフェイスの概要

Tekla Structures モデルを開くと、新しいウィンドウが表示されます。デフォルトで
は、次のようなユーザー インターフェイスが表示されます。

(1) これが Tekla Structures モデルとなります。まったく新しいプロジェクトを開始
した場合、この時点では、デフォルトのモデル ビュー と空の基準線 のみが表示さ
れます。

(2) 緑色の立方体シンボルは、全体座標系を表しています。この立方体が置かれて
いる点が全体座標原点 (x=0、y=0、z=0) になります。

(3) 基準線の周囲にあるボックスは、作業領域を表しています。ビューには、この
領域に含まれる部材のみが表示されます。モデルには、作業領域外のオブジェクト
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もありますが、それらは表示されません。必要に応じて、作業領域を縮小および拡
大する ことができます。作業領域ボックスを非表示にする こともできます。

(4) X 軸、Y 軸、および Z 軸の 3 本の軸を持つ座標シンボルは、ローカル座標系 を
表しています。また、この座標シンボルは、モデルの方向も示しています。

(5) [ファイル] メニューには、モデルを管理する機能が含まれています。特に、モ
デルの保存 (23 ページ)、図面の印刷、モデルのインポートおよびエクスポート な
どを行うことができます。

(6) リボンには、すべてのコマンドとモデルを構築する際に使用されるその他の機
能が含まれています。必要に応じてリボンをカスタマイズできます。

(7) デフォルトでは、クイック アクセス ツールバー (44 ページ)には [保存する]、
[元に戻す]、[やり直し] および [元に戻すの履歴] ショートカット アイコンがありま
す。

(8) 目的のコマンドまたはダイアログ ボックスが見つからない場合は、クイック起
動 (31 ページ) で検索します。

(9) 画面右側のサイド パネル (32 ページ)では、現在アクティブなリボン コマンド
の手順の確認、モデル オブジェクト プロパティの表示、参照モデルおよびコンポ
ーネントの追加、点群の関連付け、オブジェクト情報の使用、または Tekla Online
services への直接アクセスを行うことができます。

(10) 作業平面ハンドラー ツールバー では、モデルで現在使用している作業平面を
制御できます。

(11) 選択スイッチ では、選択できるオブジェクトを制御できます。

(12) スナップ スイッチ では、オブジェクトを作成するときにピックできる位置を
制御できます。

(13) オブジェクトを作成するときに、手順の進め方や点をピックするタイミングな
どがステータス バー (37 ページ) に表示されます。

3.1 リボンおよびリボンにあるコマンドの使用方法
Tekla Structures のすべての重要なコマンドがリボンにあります。コマンドは用途
に従ってまとめられています。必要に応じて、リボンの表示設定を変更したり、リ
ボンの内容をカスタマイズしたりできます。Tekla Structures のすべてのコマンド
は同じ方法で機能します。
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リボンにあるコマンドの使用方法

これを 実行するには

コマンドを探す マウスでリボンを右または左にスライ
ドさせるか、マウス ホイールでスクロー
ルします。

一部のコマンドにはその下にさらにオ
プションがあり、コマンド名をクリック
するとこれらのオプションが使用でき
るようになります。

使用するコマンドをアクティブにする リボンで、コマンドをクリックします。

コマンドは、明示的に終了するか、他の
コマンドを使用するまでの間、アクティ
ブな状態のままになります。

現在のタスクに必要なコマンドを確認
する (必要なコマンドがわからない場
合)

コマンドの上にマウス ポインターを置
きます。

ツールティップと呼ばれる小さなウィ
ンドウが表示されます。ツールティッ
プには、コマンドの詳細情報に加えて、
例、ヒント、コツなどが表示されます。
例:

ツールティップを開いてコマンドのヘ
ルプを確認するには、Ctrl + F1 キーを押
します。

ツールティップのオン/オフを切り替え
るには、 ファイル メニュー --> 設定 -->
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これを 実行するには

スイッチ をクリックして、[ツールティ
ップ] チェック ボックスをオンまたは
オフにします。

現在アクティブなリボン コマンドの詳
細な使用方法を表示します。 サイド パネルで、  をクリックして

[インストラクター] サイド パネル ウィ
ンドウを開きます。

リボンで、コマンドをクリックします。
[インストラクター] サイド パネル ウィ
ンドウには、アクティブなコマンドの使
用方法に関する動画、手順、その他の情
報が表示されます。

コマンドを終了する 右クリックして [中断] を選択します。

Esc キーを押すこともできます。

最後のコマンドを再度アクティブにす
る

Enter キーを押します。

注 ショートカットとして Enter または Space キーを使用するか、マウスの中ボタ
ンを使用して、多数のコマンドを実行できます。

コマンドを実行するショートカットとして Enter キーを使用するには、詳細設
定 XS_ENTER_FINALIZES_COMMANDS を TRUE に設定します。

リボンの表示設定の変更
リボンのタブの順序を変更したり、整列方法を選択したり、さらに現在のプロジェ
クトに必要ない部分を非表示にしたりできます。たとえば、鉄骨部材のみをモデリ
ングする場合、一時的に [コンクリート] タブを非表示にできます。

目的 操作

リボンのタブの順序を変更する タブ タイトルをドラッグ アンド ドロッ
プします。

タブの整列方法を変更する リボンの上部のバーを右クリックして
[ナビゲーションモード] を選択し、いず
れかのオプションを選択します。

• スクロールを表示:タブを切り替え
たときのリボンの移動が最小限に抑
えられます。

• 左に整列:リボンの左側からアイコ
ンが開始します。

• タブに整列:現在のタブの左側から
アイコンが開始します。
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目的 操作

現在のプロジェクトに必要ないタブを
非表示にする

1. タブ タイトルの上にマウス ポイン
ターを置きます。

タブ タイトルの横に小さな目のシ
ンボルが表示されます。

2. 目のシンボル  をクリックしま
す。

目のシンボルが変化し、タブ タイ
トルが灰色になります。

[表示] タブがリボンに表示されな
くなります。リボンをスライドさ
せると、非表示のタブが次のように
表示されます。

3. 非表示のタブを再表示するには、目
のシンボルを再度クリックします。

リボンの最小化
リボンを最小化して、画面上のスペースを節約することもできます。リボンが最小
化されているとき、コマンド ボタンは表示されませんが、タブは表示されます。

1. リボンの上部のバーを右クリックして、[最小化] を選択します。 

リボンが最小化され、画面上のスペースを節約できます。

2. リボンが最小化されているときにコマンドにアクセスするには、タブ タイト
ルをクリックします。 

リボンが表示されてコマンドが選択できるようになります。
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3. リボンを復元するには、リボンの上部のバーを右クリックし、再度 [最小化]
を選択します。

3.2 クイック起動を使用して、コマンド、ダイアログ ボックス、
ツールバーを検索する方法
画面の右上隅にある [クイック起動] ボックスを使用することで、コマンド、ダイ
アログ ボックス、ツールバー、およびその他の機能を検索できます。[クイック起
動] のショートカット キーは、Ctrl+Q です。

1. [クイック起動] ボックス  に、検索語を入力しま
す。 

たとえば、ボルト コマンドを検索する場合は、「ボルト」と入力します。

2. 検索結果のリストが表示されるのを待ちます。例: 

検索結果には、コマンドの位置が表示されます。[最近]、[リボン]、[メニュ
ー]、および [すべてのコマンド] タブをクリックして、リスト内を移動できま
す。[最近] タブには、検索結果から、最近実行されたコマンド 10 個が一覧表
示されます。

または、キーボードの上下方向キーを使用して検索結果の間を移動することも
できます。[入力] をクリックして、選択したコマンドを起動します。

Tekla Structures では、リボンまたは [ファイル] メニューのコマンドがハイライ
トされます。例:
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検索したコマンドがサイド パネルに表示されている場合は、Tekla Structures に
サイド パネル ウィンドウが表示されます。

3. コマンドを実行するには、検索結果リストに表示されたコマンドの名前をクリ
ックします。 

または、Enter キーを押すと、リストの最初のコマンドがすぐに実行されま
す。

4. 基本設定 (38 ページ)およびツールバーによっては、検索結果リストで先頭に
チェック ボックスが表示されるものがあります。コマンドをクリックして設
定を有効にするか、ツールバーを表示します。 

5. 検索結果のリストを再度開くには、[クイック起動] ボックスをクリックしま
す。すると、リストが自動的に開きます。 

[クイック起動] ボックスの選択をクリアするには、  をクリックするか、Esc
キーを押します。

参照項目

リボンおよびリボンにあるコマンドの使用方法 (27 ページ)

サイド パネルの使用方法 (32 ページ)

3.3 サイド パネルの使用方法
モデル オブジェクトのプロパティを表示したり、参照モデルおよびコンポーネン
トを追加したりするには、画面右側のサイド パネルを使用します。

これを 実行するには

サイド パネル ウィンドウを
開く

サイド パネル ウィンドウを開くには、サイド パネ
ル ボタンをクリックします。

• オブジェクト情報を使用してモデル オブジェク

トのプロパティを表示するには、  をクリッ
クします。
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これを 実行するには

•
 をクリックして [インストラクター] を開

き、現在アクティブなリボン コマンドの手順を
表示します。

• 別の Tekla Online services へのショートカット ア

クセスを検索するには、  をクリックしま
す。

•
モデルに点群を関連付けるには、  をクリッ
クします。

• モデル オブジェクトのプロパティを表示するに

は、  をクリックします。

•
[参照モデル] リストを表示するには、  をク
リックします。

• [アプリケーションとコンポーネント] カタログ

を表示するには、  をクリックします。

サイド パネル ボタンをクリックすると、サイド パ
ネル ウィンドウが開いてアクティブになります。
サイド パネル ウィンドウがアクティブになってい

る場合、青色のボタン  が表示されます。

同時に複数のサイド パネル
ウィンドウを開いたままに
する

デフォルトでは、Tekla Structures で同時に開けるサ
イド パネル ウィンドウは 1 つのみです。必要に応
じて、同時に複数のサイド パネル ウィンドウを開
いたままにすることができます。

• サイド パネル ボタンを右クリックし、[シングル
パネル] または [パネルをスタック] を選択しま
す。

シングル パネル:Tekla Structures により、新しい
サイド パネル ウィンドウが開き、開いているそ
の他のサイド パネル ウィンドウはすべて閉じ
られます。

パネルをスタック:Tekla Structures により、新し
いサイド パネル ウィンドウが開き、開いている
その他のサイドパネル ウィンドウは互いに積み
重なって維持されます。
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これを 実行するには

• Ctrl + サイド パネル ボタンをクリックすると、
サイド パネル ウィンドウが互いに重なって開
きます。

サイド パネル ウィンドウをドラッグすることで、
サイド パネル ウィンドウのサイズを変更したり、
順序を変更したりできます。

サイド パネル ウィンドウを
閉じる

サイド パネル ウィンドウが互いに積み重なって表
示されている場合、アクティブなサイド パネル ウ
ィンドウを 1 つずつまたは一度に閉じることがで
きます。

• 別のサイド パネル ボタンをクリックすると、ア
クティブなサイド パネル ウィンドウが閉じて
新しいウィンドウが開きます。

•
各サイド パネル ウィンドウの右上隅の  ボ
タンをクリックします。

•

サイド パネルの  矢印をクリックします。

サイド パネル ウィンドウを
移動する

サイド パネル ウィンドウの上部にマウス ポインタ
ーを置くと、上部が水色で表示されます。

サイド パネル ウィンドウの上部を選択し、新しい
位置にウィンドウをドラッグします。

サイド パネル ウィンドウを
浮動および固定させる

サイド パネル ウィンドウを浮動させたり固定させ
たりできます。

• サイド パネル ウィンドウを浮動させるには、サ
イド パネル ボタンを右クリックし、[フロート]
を選択します。

• サイド パネル ウィンドウを固定させるには、浮
動状態のウィンドウのサイド パネル ボタンを
右クリックして [サイドパネルに固定] を選択し
ます。

または、画面の右側または下側にある元の固定
位置までサイド パネル ウィンドウをドラッグ
できます。固定位置は青色でマークされていま
す。
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これを 実行するには

サイド パネル ウィンドウを浮動させた状態で Tekla
Structures を閉じると、次回 Tekla Structures を起動し
たときには、浮動位置にサイド パネル ウィンドウ
が開きます。

サイド パネル ウィンドウの
サイズを調整する

境界をドラッグし、浮動状態のサイド パネル ウィ
ンドウのサイズを変更します。

サイド パネル ウィンドウの
内容に関するヘルプを表示
する

[ ] ボタンをクリックします。

ヒ
ン
ト

コンピューターに接続されていない 2 番目のディスプレイにサイド パネル
ウィンドウが開くことがあります。サイド パネル ウィンドウをメイン デ
ィスプレイに戻すには、サイド パネル ボタンを右クリックし、[サイドパネ
ルに固定] を選択します。

参照項目

Tekla Structures ユーザー インターフェイスの概要 (26 ページ)

3.4 コンテキスト ツールバーの使用方法
モデルまたは図面内でオブジェクトをクリックすると、マウス ポインターの横に

コンテキスト ツールバー シンボル  が表示されます。シンボルをクリックする
と、コンテキスト ツールバーが開きます。コンテキスト ツールバーを使用すると、
オブジェクト、ビュー、基準線などの基本プロパティのいくつかをすばやく表示お
よび変更できます。
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複数のオブジェクトが選択されている場合、異なるプロパティについては、コンテ
キストツールバーに[変動]と表示されます。

コンテキスト ツールバーを使用したオブジェクト プロパティの変
更方法
コンテキスト ツールバーで行った変更は、モデルまたは図面にすぐに適用されま
す。

1. モデルまたは図面内のオブジェクトをクリックします。 

コンテキスト ツールバーがマウス ポインターの横に表示されます。

2. コンテキスト ツールバーでオブジェクト プロパティを変更します。 

変更がすぐに適用されます。

ヒント コンテキスト ツールバーでプロパティやコマンド ボタンの間を移動するには、
Tab キーを押します。

コンテキスト ツールバーの表示または非表示
コンテキスト ツールバーを Tekla Structures に表示するかどうかを定義できます。

1. [ファイル] メニューで、[ 設定 ] をクリックします。

2. [ツールバー] で、[コンテキストツールバー] チェック ボックスをオンまたはオ
フにします。 

または、キーボード ショートカット Ctrl+K を使用してコンテキスト ツール
バーを表示または非表示にします。

コンテキスト ツールバーの位置の定義
オブジェクトの参照点に対するコンテキスト ツールバーの位置を定義できます。

1. オブジェクトを選択します。

2. Ctrl キーを押しながら、マウスの左ボタンでコンテキスト ツールバーをクリ
ックします。 
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コンテキスト ツールバーとオブジェクトの間に破線が表示されます。

3. コンテキスト ツールバーを新しい位置にドラッグします。 

たとえば、選択したオブジェクトの左側にコンテキスト ツールバーを配置で
きます。

4. マウスの左ボタンを解放します。 

コンテキスト ツールバーが定義した位置 (選択したオブジェクトの左側など)
に表示されるようになります。

コンテキスト ツールバーの配置
コンテキスト ツールバーは、画面上の特定の位置に配置できます。これにより位
置が固定されます。たとえば、画面の左上にコンテキスト ツールバーを表示させ
ることができます。固定された状態では、コンテキスト ツールバーの位置は、個
々の部材の位置に影響されません。

1. コンテキストツールバーを新しい位置にドラッグします。

2.  をクリックし、コンテキストツールバーを新しい位置に配置します。 

位置がロックされると、ピンアイコンが変わります。

3. 位置のロックを解除するには、  をクリックします。

コンテキスト ツールバーの最小化
コンテキスト ツールバーを最小化し、画面上のスペースを節約することができま
す。

1. コンテキスト ツールバーで、  をクリックします。 コンテキスト ツールバー

にシンボル  が表示されるようになります。

2. コンテキスト ツールバーを元のサイズに戻すには、  を再度クリックします。

3.5 ステータス バー メッセージの表示
ステータスバーとは、Tekla Structures メインウィンドウの下部にある領域のことで
す。コマンドを使用するときは、ステータスバーに表示される手順に従ってくださ
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い。たとえば、部材を作成する場合、手順の進め方や点を指定するタイミングなど
がステータスバーに表示されます。

1. 手順とエラーメッセージ

2. [直交] (O)、[スマートセレクト] (S) および座標ロック (X、Y、Z) の状態

3. 製品またはコンポーネント階層のレベル(0～9)

4. マウスの中ボタン モード ([ウィンドウをパン] または [スクロール])

5. 現在のフェーズ

6. 選択したオブジェクトとハンドルの数

参照項目

ファイル メニューの基本設定 (38 ページ)

3.6 ファイル メニューの基本設定
ツールバーの設定と ファイル メニュー --> 設定 のスイッチを使用して、基本的な
モデリングおよび図面設定を制御します。

1. 画面の左上隅にある [ファイル] をクリックします 。

2. [設定] に移動します。

3. [ユーザー インターフェイス]、[スイッチ]、または [ツールバー] で、オプショ
ンをオンまたはオフに切り替えます。

または、クイック起動 (31 ページ)ボックス  を使用し
て、ツールバーおよびスイッチを制御できます。[クイック起動] ボックスでツール
バーまたはスイッチの名前 (「スマート」など) を入力し、検索結果のリストでツー

ルバーまたはスイッチを選択して設定をアクティブにします。

ユーザー インターフェイス

• ツールバー: オプション ボタンを使用して、画面下部のツールバーのアイコン
のサイズと同時にツール バーのサイズを調整します。

• フォント サイズ (リボン): リボンのフォント サイズを調整するには、スライダ
ーを使用します。デフォルトのフォント サイズは 11p です。
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スイッチ

オプション 説明

スマートセレクト ドラッグ アンド ドロップがオブジェク
ト ハンドルに対してどのように機能す
るかを変更します。

このオプションが [オン] の場合、オブジ
ェクト ハンドルを選択せずにオブジェ
クト ハンドルからドラッグできます。

このオプションが [オフ] の場合、ドラッ
グする前にハンドルを選択する必要が
あります。

ドラッグアンドドロップ ドラッグアンドドロップ コマンドをア
クティブにするか、非アクティブにしま
す。

このオプションが [オン] の場合、オブジ
ェクトをコピーまたは移動 するときに
ドラッグアンドドロップを使用できま
す。

このオプションが [オフ] の場合、ドラッ
グアンドドロップは使用できません。

マウスの中ボタンによるパン パン モードを変更します。

このオプションが [オン] の場合、マウス
の中ボタンを使用してモデルを移動で
きます。

このオプションが [オフ] の場合、マウス
の左ボタンを使用してモデルを移動で
きます。

画面中心にズーム ズーム モードを変更します。

このオプションが [オン] の場合、ズーム
の中心はマウス ポインターの位置に関
係なくビューの中心に保持されます。

このオプションが [オフ] の場合、マウス
ポインターの位置がズームの中心にな
ります。

基本ビューの自動回転 部材とコンポーネントの 3D ビューの自
動回転をアクティブにするか、非アクテ
ィブにします。

このオプションが [オン] の場合、部材ま
たはコンポーネントの新しい 3D ビュー
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オプション 説明

を作成するたびに Tekla Structures によ
ってビューが回転されます。

このオプションがオフの場合、Tekla
Structures によってビューが回転されま
せん。

交差選択 範囲選択の機能を変更します。

このオプションが [オン] の場合、マウス
をドラッグすると、ドラッグする方向に
関係なく、選択領域に少しでも含まれる
オブジェクトがすべて選択されます。

このオプションが [オフ] の場合、ドラッ
グする方向によってオブジェクトの選
択方法が変わります。

選択ハイライト オブジェクトのハイライト のオン/オフ
を切り替えます。

Tekla Structures では、選択ハイライトを
オンにした場合、使用しているレンダリ
ング エンジン (OpenGL または DirectX)
に応じてオブジェクトのハイライト方
法が異なります。

このオプションが [オン] の場合、選択可
能なオブジェクト上にマウス ポインタ
ーを移動すると、Tekla Structures によっ
てこれらのオブジェクトがハイライト
されます。

このオプションが [オフ] の場合、選択可
能なオブジェクトがハイライトされま
せん。

右クリックで選択 オブジェクトの選択方法を変更します。

このオプションが [オン] の場合、マウス
の右ボタンでもオブジェクトを選択で
きます。また、関連するショートカット
メニューがすぐに表示されます。

このオプションが [オフ] の場合、マウス
の左ボタンでオブジェクトを選択でき
ます。

自動回転の中心 ビューの点の設定方法を定義します。

このオプションが [オン] の場合、マウス
の中ボタンをクリッするたびにビュー
の点が変化します。

このオプションが [オフ] の場合、ビュー
の点は設定位置に維持されます。
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オプション 説明

直交 直交スナップをアクティブにするか、非
アクティブにします。

このオプションが [オン] の場合、Tekla
Structures によって平面上の最も近い直
交点 (0、45、90、135、180 度など) にス
ナップされます。マウス ポインターは、
指定した方向で一定の距離の位置に自
動的にスナップします。

このオプションが [オフ] の場合、直交ス
ナップは使用されません。

レガシー レンダリングを使用する DirectX レンダリングを有効または無効
にします。

このオプションがオンの場合、従来の
OpenGL レンダリングが使用されます。

このオプションが [オフ] の場合、
DirectX レンダリングが使用されます。
DirectX レンダリングは、最新のグラフ
ィック カードに最適化されています。

レンダリング設定はモデル ビュー固有
であり、モデル ビューごとに異なるレン
ダリング オプションを使用できます。
レンダリング オプションを切り替えた
場合は、モデル ビューを再度開いて、新
しい値を有効にする必要があります。

オーバーラップする仕上げ材のハッチ
(塗りつぶし)

DirectX レンダリング モデル ビューで、
同じ平面上にあるオーバーラップする
仕上げ材のハッチ (塗りつぶし) をオン
またはオフに切り替えます。

このオプションが [オン] の場合、オーバ
ーラップする仕上げ材が塗りつぶしで
表示され、重複するオブジェクトや重な
り合う部材を検出できます。

このオプションが [オフ] の場合、オーバ
ーラップする仕上げ材は表示されませ
ん。

ハッチ (塗りつぶし) は、レンダリング
オプションが [部材 ソリッド]/[コンポ
ーネント ソリッド] (Ctrl/Shift+4) であ
るビューに表示されます。

オプションをオンまたはオフに切り替
えた場合は、ビューを再度開いて、新し
い値を有効にする必要があります。
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オプション 説明

陰線の破線 DirectX レンダリング モデル ビューで、
部材の縁端線が別の部材の背後に隠れ
ているときに、部材の縁端線の破線を表
示または非表示にします。

このオプションが [オン] の場合、破線が
表示されるため、たとえば、部材フラン
ジがウェブの方向または反対方向を向
いている場合や、より複雑な 3D ビュー
(部材が一番上にある) において、見やす
くなります。

破線を使用すると、Tekla Structures の透
明ビューのパフォーマンスも向上しま
す。

このオプションが [オフ] の場合、破線は
表示されず、パフォーマンス上の効果は
なくなります。

破線は、レンダリング オプションが次の
いずれかになっているすべてのビュー
で表示できます。

• 部材ワイヤフレーム/コンポーネン
ト ワイヤフレーム (Ctrl/Shift+1)

• 部材半透明ワイヤフレーム/コンポ
ーネント半透明ワイヤフレーム
(Ctrl/Shift+2)

• 部材グレースケール/コンポーネン
ト グレースケール (Ctrl/Shift+3)

• 選択部材のみ表示/選択コンポーネ
ント部材のみ表示 (Ctrl/Shift+5)。

オプションのオン/オフを切り替えた場
合、Tekla Structures を再起動して新しい
値を有効にする必要があります。

ツールティップ ツールティップ (27 ページ) の表示/非表
示を切り替えます。

このオプションが [オン] の場合、コマン
ドの上にマウス ポインターを置くと、小
さいウィンドウに例、ヒント、コツなど
が表示されます。

このオプションが [オフ] の場合、ツール
ティップは表示されません。
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オプション 説明

スナップ ツールティップ スナップ ツールティップ の表示/非表
示を切り替えます。

このオプションが [オン] であり、Tekla
Structures 点のピックが必要なコマンド
を開始するとき、スナップ ポイントの名
前を表示するスナップ ツールティップ
が表示されます。

このオプションが [オフ] の場合、スナッ
プ ツールティップは表示されません。

次の設定は、図面でのみ使用できます。

オプション 説明

プリンターの線重 カラー図面の線を定義した太さで画面
に表示します。

このオプションが [オン] の場合、カラー
図面の線が定義した太さで表示されま
す。

このオプションが [オフ] の場合、カラー
図面の線がデフォルトの太さで表示さ
れます。

プリンターの線の色 図面の線色を表示します。

ゴースト表示 カラー図面で図面の非表示オブジェク
ト をゴースト表示します。グレースケ
ールおよび白黒の図面では、[ゴースト
表示] をオンにしても非表示のオブジェ
クトは表示されません。

このオプションが [オン] の場合、陰線が
ゴースト表示されます。

このオプションが [オフ] の場合、陰線は
表示されません。

アソシエートシンボル どの図面オブジェクトが連動しており、
自動的に更新されるかを表示します。
寸法などの図面オブジェクトを選択し
た場合にのみ、アソシエート シンボル
が表示されます。

有効な関連付けのないオブジェクトに
は、ゴースト アソシエート シンボルと
疑問符が付けられます。
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オプション 説明

このオプションが [オン] の場合、アソシ
エート シンボルが表示されます。

このオプションが [オフ] の場合、アソシ
エート シンボルは表示されません。

図面ドラッグ アンド ドロップ 図面でドラッグ アンド ドロップ コマン
ドをアクティブにするか、非アクティブ
にします。

このオプションが [オン] の場合、ドラッ
グアンドドロップを使用して、注記、ス
ケッチ オブジェクト、基準線などのオブ
ジェクトを、オブジェクトを選択したり
ハンドルを選択したりせずに移動でき
ます。

このオプションが [オフ] の場合、ドラッ
グアンドドロップは使用できません。

ツールバー

ツールバーのスイッチを使用して、選択したツールバーのオンとオフを切り替えま
す。

• スナップ ツールバー

• 一時スナップ設定ツールバー

• 選択ツールバー

• 作業平面ハンドラ ツールバー

• モデル検索ツールバー

• コンテキスト ツールバー

デフォルトでは、ツールバーは画面の下部に表示されます。

参照項目

コンテキスト ツールバーの使用方法 (35 ページ)

リボンおよびリボンにあるコマンドの使用方法 (27 ページ)

クイック起動を使用して、コマンド、ダイアログ ボックス、ツールバーを検索す
る方法 (31 ページ)

3.7 クイック アクセス ツールバーにあるアイコン
クイック アクセス ツールバーには、よく使用されるコマンドのショートカット ア
イコンがあります。ツールバーは、画面の左上隅に表示されます。
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必要に応じて、クイック アクセス ツールバーをカスタマイズ して、好きなコマン
ドを追加することができます。

アイコン 説明

現在のモデル ファイルに変更を上書き保存 (23 ページ)
します。

最後の操作を元に戻します。

元に戻した操作をやり直します。

[元に戻すの履歴] ダイアログ ボックスを開きます。この
ダイアログ ボックスには、それまでに実行したコマンド
と加えた変更がリストされます。リストを使用して、い
くつかのコマンドまたは変更を一度に元に戻したりやり
直したりします。

このアイコンは、Tekla Model Sharing を使用しているとき
に表示されます。

他のユーザーのモデル変更を共有サービスからインしま
す。変更されたデータだけがインされます。

このアイコンは、Tekla Model Sharing を使用しているとき
に表示されます。

モデルの変更を共有サービスにアウトます。新しいデー
タと変更されたデータだけがアウトされます。

このアイコンは、Tekla Model Sharing を使用しているとき
に表示されます。

変更のインを表示します。イン後、モデル変更のリスト
が表示されます。

参照項目

Tekla Structures ユーザー インターフェイスの概要 (26 ページ)

3.8 デフォルトのキーボード ショートカット
Tekla Structures には、作業時間を短縮するのに役立つ多数のキーボード ショートカ
ットが含まれています。

新しいショートカットを割り当てたり、既定のショートカットを変更したりする場
合、キーボード ショートカットをカスタマイズできます。
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一般的なコマンド

コマンド キーボードショートカット

ヘルプ F1
ヘルプ: ツールティップが開いている場
合

Ctrl+F1

最近開いたモデルのリストを開く Ctrl+O
新規モデルの作成 Ctrl+N
モデルに名前を付けて保存する Ctrl+S
削除 Del
プロパティを開く

オブジェクトを選択すると、プロパティ
パネルまたはダイアログ ボックスでプ
ロパティが開きます。

Alt+Enter

元に戻す Ctrl+Z
やり直し Ctrl+Y
中断 Esc
最後のコマンドの実行

コンテキスト ツールバーの表示/非表示 Ctrl+K
直接変更のオン/オフの切り替え D
クイック起動 Ctrl+Q
[詳細設定] ダイアログ ボックスを開く Ctrl+E
[アプリケーションとコンポーネント カ
タログ] サイド パネルを開く

Ctrl+F

[キーボード ショートカット] ダイアロ
グ ボックスを開く

Ctrl+Shift+C

レンダリング オプション

コマンド キーボードショートカット

部材ワイヤーフレーム Ctrl+1
部材 半透明 Ctrl+2
部材グレースケール Ctrl+3
部材ソリッド Ctrl+4
選択部材のみ表示 Ctrl+5
コンポーネントワイヤーフレーム Shift+1
コンポーネント 半透明 Shift+2
コンポーネントグレースケール Shift+3
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コマンド キーボードショートカット

コンポーネントソリッド Shift+4
選択コンポーネントのみ表示 Shift+5

オブジェクトの選択

コマンド キーボードショートカット

選択ハイライトのオン/オフの切り替え H
[すべての選択] 選択スイッチ F2
[部材を選択] 選択スイッチ F3
[鉄筋セットの選択] 選択スイッチ Alt+Q
[鉄筋グループの選択] 選択スイッチ Alt+W
[シングル鉄筋の選択] 選択スイッチ Alt+E
モデル内のすべてを選択 Ctrl+A
前のオブジェクトの選択 Alt+P
製品の選択 Alt+オブジェクト

選択内容の追加 Shift
選択切り替え Ctrl
選択フィルター Ctrl+G
オブジェクトの非表示 Shift+H

スナップ

コマンド キーボードショートカット

参照線･点にスナップ F4
幾何線･点にスナップ F5
線上の近隣点にスナップ F6
自由位置にスナップ F7
[直交] のオン/オフの切り替え O
相対座標を入力 R
絶対座標を入力 A
全体座標を入力 G
次の利用可能なスナップ ポイントに切
り替え

タブ

前の利用可能なスナップ ポイントに切
り替え

Shift+Tab
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コマンド キーボードショートカット

X、Y、Z 座標ロックのオン/オフの切り
替え

X、Y、または Z

オブジェクトのコピーと移動

コマンド キーボードショートカット

コピー Ctrl+C
移動 Ctrl+M
スマート セレクトのオン/オフの切り替
え

S

モデルの表示

コマンド キーボードショートカット

[ビュー] リストを開く Ctrl+I
3D ビューと平面ビューの切り替え Ctrl+P
ビュー間の切り替え Ctrl + Tab
ウィンドウの更新 Ctrl+U
作業領域：全体にズーム Home
ズームを 1 つ前に戻す 終点面

ズームイン Page Up
ズームアウト Page Down
マウスを使用した回転 Ctrl+R
キーボードを使用した回転 Ctrl+矢印キー

Shift+矢印キー

ビューの中心点を指定 V
単独回転

連続回転

Shift+R
Shift+T

ビュー回転のオン/オフの切り替え F8
パン P
中ボタン パンのオン/オフの切り替え Shift+M
右に移動

左に移動

下に移動

上に移動

矢印キー

Tekla Structures ユーザー インターフェイスの概要 48 デフォルトのキーボード ショートカット



コマンド キーボードショートカット

カーソルでセンター指定

特定の点をモデルの中心に指定するた
めに使用します。

Insert

ビュー：フライング Shift+F
クリップ平面の作成 Shift+X
全画面表示のオン/オフの切り替え F11

モデルの確認

コマンド キーボードショートカット

オブジェクト情報 Shift+I
距離を測定する F
レポートの作成 Ctrl+B
フェーズ管理を開く Ctrl+H
オートコネクションを作成 Ctrl+J

鉄筋のオプションを表示

コマンド キーボードショートカット

脚の面の表示・非表示 Alt+1
ガイドラインの表示 Alt+2
プロパティ モディファイアーの表示・非
表示

Alt+3

分割線の表示・非表示 Alt+4
端部ディテール モディファイアーの表
示・非表示

Alt+5

鉄筋の寸法の表示・非表示 Alt+6
鉄筋グループの色分け Alt+7

部材マーク オプション

これらのキーボード ショートカットは、ネイティブ Tekla Structures 部材と解析部
材の両方に使用できます。

コマンド キーボード ショートカット

部材マーク上 Alt + 上方向キー

Tekla Structures ユーザー インターフェイスの概要 49 デフォルトのキーボード ショートカット



コマンド キーボード ショートカット

部材マーク下 Alt + 下方向キー

部材マーク左 Alt + 左方向キー

部材マーク右 Alt + 右方向キー

部材回転時計回りに 90°

このコマンドは解析部材には使用でき
ません。

Alt + スペース

図面

コマンド キーボードショートカット

モデルドキュメント管理を開く Ctrl+L
作図モードドキュメント管理で開く Ctrl+O
図面の印刷 Shift+P
次の図面を開く Ctrl+Page Down
前の図面を開く Ctrl+Page Up
アソシエートシンボル Shift+A
次の図面カラーモードセット B
ゴースト表示 Shift+G
直交寸法の作成 G
任意寸法の作成 F
図面の作成後に図面を開く Ctrl+Shift
ドキュメント管理の場合:ユーザー定義
情報を開く

Alt+U

ドキュメント管理の場合:マスター図面
カタログに追加

Ctrl+M

ドキュメント管理の場合:リビジョン処
理

Ctrl+R

マスター図面カタログの場合:すべての
選択

Ctrl+A

マスター図面カタログの場合:すべての
部材に対して図面を作成

Alt+A

マスター図面カタログの場合:図面の作
成

Alt+C

UCS 原点の設定 U
UCS を 2 点で設定 Shift+U
UCS の切り替え Ctrl+T
現在の UCS をリセット Ctrl+1
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コマンド キーボードショートカット

すべての UCS をリセット Ctrl+0

3.9 ダイアログ ボックスの使用方法
ダイアログ ボックスを使用して、Tekla Structures のさまざまなオブジェクトのプロ
パティを表示し、変更できます。通常、モデルまたは図面でオブジェクトをダブル
クリックするとダイアログ ボックスが開きます。

注 部材プロパティなどのモデル オブジェクト プロパティは、ダイアログ ボックスでは
なくプロパティ パネルで変更します。

ダイアログ ボックスに共通のボタンを学ぶ

次の表は、Tekla Structures ダイアログ ボックスに表示されるいくつかの共通のボタ
ンを示しています。

ボタン 説明

プロパティを保存してダイアログボックスを閉じます。次回こ
のタイプのオブジェクトを作成するときには、Tekla Structures に
よりこれらのプロパティが使用されます。

ダイアログボックスを閉じずにプロパティを保存します。次回
このタイプのオブジェクトを作成するときには、Tekla Structures
によりこれらのプロパティが使用されます。

ダイアログボックスの現在のプロパティを使用して、選択した
オブジェクトを変更します。

選択したオブジェクトのプロパティをダイアログボックスに取
り込みます。複数のオブジェクトが選択されている場合は、
Tekla Structures によってそれらのオブジェクトのいずれかのプ
ロパティが無作為に取り込まれます。

ダイアログボックス内のすべてのチェックボックスのオン/オフ
を切り替えます。

プロパティを保存せず、オブジェクトも変更せずにダイアログ
を閉じます。

リストに表示されたファイルのプロパティが保存されます。

以前に保存したプロパティをダイアログボックスに読み込みま
す。サブダイアログボックスが開かれていなくても、Tekla
Structures によりサブダイアログボックスのプロパティも読み込
まれます。使用するプロパティファイルの名前を選択します。

プロパティをボックスで指定した名前で保存します。 [名前を
付けて保存] ボタンを押すと、[読み込み] リストも更新されま
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ボタン 説明

す。 これは、手動でファイルを追加または削除する場合に重要
になります。

Tekla Structures により、プロパティファイルがモデルフォルダに
保存されます。ファイルには、サブダイアログボックスのプロ
パティも含まれます。

ダイアログ ボックスを使用したオブジェクト プロパティの変更

1. オブジェクトをダブルクリックして、プロパティ ダイアログ ボックスを開き
ます。

2. 変更するプロパティを指定するには、目的のチェック ボックスをオンまたは
オフにします。

たとえば、部材マークの名前だけを同じにして、その他の個別のプロパティを
変更しない場合、[名前] チェック ボックスだけがオンになっていることを確
認します。

ヒント  をクリックして、すべてのチェック ボックスをオンまたは
オフにします。

3. 必要に応じてプロパティを変更します。

4. 変更するオブジェクトを選択します。

5. [変更] をクリックします。

Tekla Structures によって、選択したチェック ボックスのプロパティが変更され
ます。

3.10 言語の変更
Tekla Structures ユーザーインターフェイスの言語をいつでも変更することができ
ます。

1. [ファイル] メニューで、[ 設定 --> 言語の変更 ] をクリックします。

2. リストから言語を選択します。 

次のオプションを使用できます。括弧内に示された 3 文字の言語コードは、言
語に依存する一部のファイルやフォルダの名前で使用されます。

• 中国語 - 簡体字(chs)

• 中国語– 繁体字(cht)

• チェコ語(csy)

• オランダ語(nld)

• 英語(enu)
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• フランス語(fra)

• ドイツ語(deu)

• ハンガリー語(hun)

• イタリア語(ita)

• 日本語(jpn)

• 韓国語(kor)

• ポーランド語(plk)

• ポルトガル語(ptg)

• ポルトガル語 - ブラジル(ptb)

• ロシア語(rus)

• スペイン語(esp)

3. [OK] をクリックします。

4. Tekla Structures を再起動して、変更内容を反映させます。

3.11 スクリーンショットの作成
スクリーンショットは、モデルまたは図面ビューのイメージです。スクリーンショ
ットを使用して、ポスター、パンフレットなどの資料を作成し、Tekla Structures を
使用して実施しているプロジェクトの説明に利用することができます。

デフォルトでは、スクリーンショットは現在のモデルフォルダにある
\screenshotsフォルダに、snap_xx.pngという名前で保存されます。

モデルのスクリーンショットの作成
モデルビューのスクリーンショットを作成できます。

1. モデルを開き、必要に応じてモデルビューを調整します。 

たとえば、作業領域ボックスを表示しない場合は、作業領域ボックスを非表示
にします。

2. [表示] タブで  [ スクリーンショット --> スクリーンショット ] をクリッ
クします。

3. モデルに複数のビューがある場合は、[ビューの選択] をクリックし、スクリー
ンショットの元となるビューを選択します。

4. 設定を変更するには、[オプション] をクリックします。

a. スクリーンショットの幅、高さ、および DPI を指定します。

b. [OK] をクリックして変更を保存します。
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5. スクリーンショットの名前と場所を指定します。

a. [ファイルに出力] を選択し、[ファイル名] ボックスにスクリーンショット
のわかりやすい名前を入力します。 

パス全体を変更することもできます。変更しない場合は、パスとファイル
名についてデフォルト値を維持できます。

6. このファイル タイプにデフォルトで関連付けられたアプリケーションにスク
リーンショットを表示するには、[外部アプリケーションで表示] をクリックし
ます。

7. [実行] をクリックします。

図面のスクリーンショットの作成
図面スクリーンショットは、開いている図面のイメージ(枠ありと枠なし)です。

1. 図面を開き、必要に応じて図面ビューを調整します。 

たとえば、不要なマークまたは寸法を削除し、不要な部材を非表示にします。

2. [表示] タブで  [スクリーンショット --> スクリーンショット ] をクリック
します。

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 開いている図面のスクリーンショットを画面の枠付きで取得するには、[表
示] を選択します。

• 開いている図面のスクリーンショットを画面の枠なしで取得するには、[ビ
ュー(枠なし)] を選択します。

4. 事前選択した [ファイルに出力] オプションの下で、[ファイル名] ボックスにス
クリーンショットのわかりやすい名前を入力します。 

パス全体を変更することもできます。変更しない場合は、パスとファイル名に
ついてデフォルト値を維持できます。

5. このファイル タイプにデフォルトで関連付けられたアプリケーションにスク
リーンショットを表示するには、[外部アプリケーションで表示] をクリックし
ます。

6. [実行] をクリックします。

ビットマップ形式でのスクリーンショットの保存
デフォルトでは、スクリーンショットは Portable Network Graphics (.png) ファイル

として作成されます。たとえば、カスタム コンポーネントのサムネールとして使
用するために、スクリーンショットをビットマップ (.bmp) 形式で保存することも

できます。ビットマップのファイル サイズは PNG として保存するよりも大幅に
大きいことに注意してください。
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1. [表示] タブで  [スクリーンショット --> スクリーンショット ] をクリック
します。

2. [クリップボードにコピー] を選択します。

3. [実行] をクリックします。

4. スクリーンショットをグラフィックエディタに貼り付けて、.bmp形式で保存

します。

注 スクリーンショットを開くために使用するソフトウェアによっては、ピクセル数に制
限がある場合があります。

スクリーンショットの設定
[スクリーンショット] ダイアログ ボックスを使用して、スクリーンショットの設
定を表示および変更します。

モデル ビューおよび図面で次のオプションが使用できます。

オプション 説明

ビュー名 選択されているビューの名前が表示さ
れます。

表示 スクリーンショットに画面の内容と画
面の枠が含まれます。

モデル ビューでは使用できません。

ビュー (枠なし) スクリーンショットに画面の内容のみ
が含まれます。

モデル ビューでは使用できません。

ソリッド ビュー モデル ビューから高解像度のスクリー
ンショットを撮ります。 [オプション]
ボタンをクリックすると、[スクリーン
ショットのオプション] ダイアログ ボ
ックスが開きます。

図面では使用できません。

クリップボードにコピー スクリーンショットをクリップボード
にコピーします。

図面では使用できません。

ファイルに出力 スクリーンショットをファイルに保存
します。
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次のスクリーンショット オプションは、モデル ビューでのみ使用できます。

オプション 説明

出力幅 スクリーンショットの幅です。

単位は、 ファイル メニュー --> 設定 -->
オプション --> 単位と小数点 の設定に
よって異なります。

出力高さ スクリーンショットの高さです。

単位は、 ファイル メニュー --> 設定 -->
オプション --> 単位と小数点 の設定に
よって異なります。

DPI スクリーンショットのピクセル密度
(DPI) です。

ピクセル密度には制限があります。 グ
ラフィック エディタを使用して DPI を
変更できます。

白い背景 背景に白を使用します。

線のスムージング 線のスムージングを使用すると、縁のぎ
ざぎざを抑えることができます。

線幅 ラインの幅を設定します。
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4 Tekla Structures サポートへの問い
合わせ (サポート ツール)

サポート ツールを使用すると、Tekla Structures サポートに直接問い合わせることが
できます。このツールにより、1 回のサポート リクエストで、モデル、関連するフ
ァイル、その他の必要な情報を収集し、リクエストを Tekla Structures サポートに安
全にアップロードすることができます。

サポート ツール:

• 開いているモデルを自動的に識別し、選択内容に応じてモデル フォルダからす
べてのファイルまたは選択したファイルを添付ファイルとしてリクエストに含
めます。ユーザー フィードバック ログ、Tekla Structures ログ、ユーザー定義情
報ファイルなど、他のフォルダにあるログおよびファイルも添付されます。

• アプリケーションおよびシステム情報を自動的に収集します。

• 問題の説明、添付されたモデル、添付ファイル、その他の収集されたすべての
情報を Tekla Structures サポートにアップロードします。

注 機密情報

アップロードされたすべてのファイルは機密情報として扱われます。受信者しかファ
イルにアクセスできません。

4.1 サポート リクエストの作成

1. [ファイル] メニューで、[ヘルプ --> Tekla サポートへのお問い合せ ] をクリッ
クします。

2. Trimble Identity を使用してログインします。 

サポート ツールが開き、ユーザー、アプリケーション、および Tekla Structures
バージョン情報が自動的に入力されます。サポート ツールは、Trimble Identity
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プロファイルから名前、電子メール アドレス、会社名、およびサポート電子
メール アドレスを読み込みます。

[ユーザーの切り替え] をクリックして、別のアカウントに切り替えることもで
きます。

3. 登録済みのカテゴリーのリストからカテゴリーを選択するか、[その他] を選択
してカテゴリーを入力します。

4. 問題の説明を入力します。

5. [次へ] をクリックします。

6. 添付するものを選択します。各ファイルについて、ファイル名、ファイル グ
ループ、ファイル サイズ、およびファイルの場所を記述します。 

• [すべて] チェック ボックスをオンにするか、[ファイルを選択] リストから
特定のファイルを選択します。

• [ファイルを選択] リストに表示されていない添付ファイルを送信するに
は、[追加ファイルを追加] ボタンをクリックし、ファイルを参照します。

• クラッシュ ダンプを追加するには、[クラッシュ ダンプを追加] をクリック
します。

7. [次へ] をクリックします。 

サポート ツールによってパッケージが作成され、添付ファイルの合計サイズ
が表示されます。サポート ケースの作成を完了する前に、アプリケーション
情報やオペレーティング システム情報を確認することもできます。

8. [ケースを作成] をクリックし、ケースを Tekla Structures サポートにアップロー
ドします。

サポート ケースの作成中は、誤ってアップロードを中断しないよう、左上の戻る
ボタンは一時的に無効になります。

アップロードが完了すると、電子メール アドレスに通知が送信されます。正常に
アップロードされると、自動確認メッセージが送信され、Tekla Structures サポート
が問題の解決に取り掛かります。

オフィスおよび販売店のリストと連絡先情報については、「オフィスおよび販売店」
を参照してください。
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除き、この技術の所有は、禁反言、黙示などによっても、Flexera Software LLC が
所有するあらゆる知的財産権の下、ライセンスまたは権利を一切付与するものでは
ありません。

サードパーティのオープン ソース ソフトウェアのライセンスを確認するには、
[Tekla Structures] を開き、[ ファイル メニュー --> ヘルプ --> Tekla Structures につい
て ] をクリックし、[サードパーティライセンス] オプションをクリックします。

本マニュアルに記載されているソフトウェアの構成要素は、複数の特許で保護され
ており、米国およびその他の国における係属中の特許出願である場合があります。
詳細については、http://www.tekla.com/tekla-patents を参照してください。
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